
 

生活困窮者自立相談支援事業 

／山武市社会福祉協議会 
事業名：生活困窮者自立相談支援事業 

○具体的な内容・中身 

 ・生活・就労相談室に支援員を配置し、生活困窮者が抱えている不安や困りごとの相談を

受け、本人の状態に応じた包括的な支援事業を行っている。 

 

○その事業を始めたきっかけ 

・市との協議により、平成２７年度から委託事業として実施している。 

 

○事業の特長、特に強調したい点 

・何らかの理由により生活に困窮している方々のために初期相談窓口として市役所社会福

祉課内に設置。 

・相談者の強みを生かし自尊心の回復を図るとともに、寄り添い支えていく伴奏型支援を

展開する。 

 

○事業の財源と事業費の内訳、業務量（事務量、負担感・協力者の人数等） 

・財 源：市委託金（人件費２名及び事務費） 

 ・業務量：新規相談者や継続支援の必要な方が多く、事務量が多くなっている。また、相

談内容が多岐にわたっているため、支援が終了となるケースが少ない。 

 

○事業の効果、住民・関係者からの評価 

・これまで複数の問題を抱える方に対し、縦割りで行われてきた相談窓口が一本化され、

相談援助がスムーズに行えるようになった。 

 ・市社協がこの事業を受託したことにより、新たな社会資源の開発や地域住民を巻き込ん

だ支援体制の構築、フットワークの軽さなど、社協ならではの強みを生かした支援が期

待されている。 

 

○今後、同じような活動を始めるに当たってのヒント・アドバイス 

・社会福祉協議会は長年、住民を巻き込んだ地域福祉活動に取り組んできた団体であり、

地域の社会資源や実情を熟知し、インフォーマルな資源開拓に長けている。これらを支

援に有効的活用することにより相談者を取り巻く社会環境を改善し、自立に向けた新た

な道が開けるのではないかと感じている。 

 

この事業に関する問合せ先：山武市社会福祉協議会（担当：加瀬和也）☎0475－80－1301 

（平成 29 年 3 月 29 日作成） 

 

“わたしたちの社協の一押し事業 2017” 



 

 

 

 



 

 


